
 

 

 

 

 

  

 梅雨明けとともに、急に暑い日が続くようになり、子どもたちにとっ

ては、大好きなプール遊びの季節です。 

 暑さの為に食欲がなくなったり、体力を消耗し、体調を崩しやすくな

ります。元気そうに見えても、体は意外と疲れています。健康管理に十分

気を付けて、疲れを体に残さないように、元気に暑い夏を乗り切りまし

ょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより ２０１９年７月 

社会福祉法人 清和会 認定こども園みなみ保育園 

汗腺とは・・・ 
 汗腺とは、汗を分泌する腺を言います。汗腺にはエクリン腺、ア

ポクリン腺の２種類があり、エクリン腺は全身に２００～５００

万個あります。 

 汗を出すものを能動汗腺と言い、発達するのに生後３年間、つ

まり３歳までに高い気温にさらされて、育てた方が能動汗腺の数

はより多くなり、生涯変化はしません。アポクリン線は体臭腺と

も呼ばれています 

 

 

汗をかかないことによる問題点 

◆夏バテしやすくなる  ◆熱中症になりやすい 

◆怖い低体温症     ◆イライラしやすくなる 

  

 汗をかく体を作るための対策 

 過度に空調の効いた部屋ばかりで過ごすのではなく、汗をかく機会を

作る事が大切です。紫外線対策をしっかりして、暑い日でも外で遊びま

しょう。もちろん猛暑日、特別暑い日は避け、熱中症対策の為にも、水

分補給を忘れずに、子どもたちは体調を上手く訴える事が出来ないの

で、大人が顔色や状態に変化がないか、注意深く見守る事が大切です。 

 

 

※交換用のガーゼを持たせて下さい。 

水分補給の落とし穴 

水分補給はたいせつですが、

糖分の多い飲み物は、とりす

ぎると食欲が落ち、体力低下

にもつながります。ジュース

はもちろんのこと、スポーツ

ドリンクにも糖分の高いもの

が、けっこうあります。気を

つけましょう。 


